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　この数年でトポロジカル物質の概念は拡張され

非常に豊かなものになっています。例えば，運動

量空間のある点においてギャップが消失してい

るバンド構造をもつトポロジカル半金属について

は、Mn3Sn や Co3Sn2S2 などのワイル磁性体が発

見され、ますます研究が活発になっています。さ

らに、スピン１フェルミ粒子などといった、物質

の中で初めて実現する新しいタイプのフェルミ粒

子も興味を集めています。

　我々が研究しているラインノード半金属も新

しいタイプのフェルミ粒子の一例です。これは

運動量空間の線上においてギャップが零になっ

ているバンド構造をもっているトポロジカル半

金属です。我々はその理想的な候補物質として

CaAgX(X=P,As) を予言し [1]、また，実際の物質

においてもラインノードが存在していることを強

く示唆する結果が得られています [2]。

　ラインノード半金属の候補物質は精力的に探索

されるようになりました。次に重要な問題はライ

ンノードに起因するトポロジカル量子現象の解明

です。我々はラインノードをもつ強磁性体薄膜に

おいて、外部電場によって巨大な電気分極が誘起

されることを見出しました [3]。また興味深いこ

とに、この磁性体におけるラインノードは磁化の

ab 面内の回転に対して安定であることが分かりま

した [4]。ラインノードは鏡映や映進、あるいは

PT といった対称性によって保護されているとこれ

までは理解されていましたが、磁化の向きが任意

の方向の場合にはこれらの対称性は一切存在しま

せん。我々はこのラインノードの安定化に磁気鏡

映対称性が主要な寄与を担っていることを初めて

指摘しました。今後もラインノードが産み出す特

異な量子現象を明らかにすべく研究を進めていき

ます。
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